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新
し
い
年
の
始
ま
り
に
寄
せ
て

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
長
に
就
任
し
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、
本
市
の
輝
か
し

い
未
来
の
た
め
、
全
力
投
球
で
市
政
に
邁
進
す
る
こ
と
を
固
く

心
に
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
か

ら
い
た
だ
い
た
期
待
と
信
頼
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
皆

様
の
幸
せ
と「
夢
の
あ
る
、
元
気
の
あ
る
土
浦
」の
実
現
に
向
け

て
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
私
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
あ
た
た
か
さ
あ
ふ
れ
る
市
政
の
実
現
を
目
指

し
、
愛
す
る
土
浦
を
、
子
ど
も
た
ち
、
孫
た
ち
が
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
誇
れ
る
よ
う
、
地

域
の
特
性
や
実
情
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
一
層
独
自
性
を
発
揮
し
、

「
夢
の
あ
る
元
気
な
土
浦
」に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
土
浦
に
は
、
祭
り
、
霞
ヶ
浦
を
含
む
水
郷
筑
波
国
定
公
園
、
れ

ん
こ
ん
、
花
な
ど
、
誇
れ
る
地
域
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
を
次
の
世

代
に
引
き
継
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
、

安
心
し
て
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
土
浦
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
私
は
、
次
の
７
つ
の
基
本
的
な
政
策
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
市
民
の
暮
ら
し
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
実
現

②
子
育
て
支
援
と
女
性
の
活
躍
の
場
づ
く
り

③
市
財
政
の
健
全
化

④
市
民
の
安
心
安
全

⑤
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実

⑥
土
浦
ブ
ラ
ン
ド
セ
ー
ル
ス

⑦
歴
史
・
文
化
・
伝
統
・
祭
り
の
伝
承
・
発
信

　

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
７
つ
の
基
本
的
な
政
策
を
も
と
に
、
今
後
、
具
体
的
な
施
策
展

開
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
女
性
も
男
性
も
、
高
齢
者
も
若
者
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
市
民
の
誰
も
が
個

性
と
多
様
性
を
互
い
に
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
が
か
な
い
、
誰
も
が
生
き
が
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
土
浦
市
を
誇
り
に
思
う
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
４
年
間
、
土
浦
市
一
丸
、
ワ
ン・チ
ー
ム
で
、「
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
、

市
民
く
ら
し
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
、
あ
た
た
か
さ
あ
ふ
れ
る
土
浦
市
政
」の
実
現
に
向
け
、

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
15
年
に
土
浦
市
が
誕
生
し
て
、
市
制
施
行
80
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
市
民
の
皆
様
と
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
先
人
た
ち
が
守
り
、
育
ん
で
き
た
土
浦
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
新
た
な
未
来
を
築
い
て
い

け
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　通学、通勤、スポーツ、レジャー、エコロジー。あなたは『自転車』というワードからどんなイメージ
を連想するでしょうか。
　自転車の関わり方は人それぞれで、時代やその人の年齢などによってもさまざまに変化してきました。
　そして今、街と自転車、土浦と自転車の関わり方も変わりつつあります。今回は、「自転車のまち」と
して走り出した土浦に注目し、全国からサイクリストが訪れる『つくば霞ヶ浦りんりんロード』や、初心
者でも楽しめる市内でのサイクリングなどについてご紹介します。

走り出した
自転車のまち

特集
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が
出
な
い
…
」と
言
う
初
心
者
の
方
に

も
人
気
な
の
が
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

　
り
ん
り
ん
ポ
ー
ト
土
浦
や
ま
ち
か
ど

蔵「
大
徳
」、
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦

な
ど
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
Ｅ
バ
イ

ク
や
タ
ン
デ
ム
バ
イ
ク
も
人
気
で
す
。

　
ま
た
、
大
小
様
々
な
自
転
車
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
る
自
転
車
道
へ

　

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
、ソ
フ
ト
面

の
充
実
を
牽
引
す
る
最
大
の
要
素
が「
つ

く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」で
す
。

　
昨
年
11
月
、
国
が
世
界
に
誇
る
自
転

車
道
を
認
定
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
の
第
１
弾
と
し
て
、『
ビ
ワ

イ
チ（
滋
賀
県
）』、『
し
ま
な
み
海
道
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド（
広
島
県
・
愛
媛

県
）』と
共
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
土
浦
市
は
、
こ
の
全
長
約
１
８
０
㎞

に
お
よ
ぶ
コ
ー
ス
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
や
常
磐
自
動

車
道
に
よ
り
、
県
外
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

の
良
い
、
コ
ー
ス
の
玄
関
口
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
が
世
界
に
誇
る
自
転
車
道
と
共

に
走
り
出
し
た
自
転
車
の
ま
ち
、土
浦
。

　
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
惹
き
つ
け

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
、「
つ

く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」と
、
初

心
者
で
も
楽
し
め
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

で
の
市
内
散
走
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

充
実
す
る
自
転
車
環
境　

　
２
０
１
８
年
３
月
―
―
、
土
浦
駅
の

駅
ビ
ル
が
、
日
本
最
大
級
の
自
転
車
リ

ゾ
ー
ト
施
設「
プ
レ
イ
ア
ト
レ
」へ
と
変

化
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点
施
設「
り
ん
り

ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
」を
核
に
、
店
内
に
自

転
車
を
持
ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ

な
ど
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
３
月
に
は
星
野
リ
ゾ
ー

ト
の
手
が
け
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
向
け
宿

泊
施
設
も
完
成
予
定
で
、自
転
車
観
光
客

の
増
加
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
３
月
に
完
成
し
た
広
域

交
流
拠
点「
り
ん
り
ん
ポ
ー
ト
土
浦
」も

ま
た
、
霞
ヶ
浦
一
周
な
ど
を
目
的
に
訪

れ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
中
心
に
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。無
料
駐
車
場
が
あ
り
、

電
車
で
訪
れ
る
利
用
者
が
多
い
プ
レ
イ

ア
ト
レ
と
は
対
照
的
に
、
車
で
の
利
用

者
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
休
日
は
も
ち
ろ
ん
、
天
気
が
良
け
れ

ば
平
日
で
も
数
十
組
も
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
が
、
こ
こ
を
基
点
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
ポ
タ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
拠
点
施
設
を
筆
頭
に
、

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
が
進
む
市
内
の
自

転
車
環
境
で
す
が
、
ソ
フ
ト
面
で
も

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

に
乗
っ
て
み
た
い
け
ど
、
な
か
な
か
手

１_夕暮れの霞ヶ浦湖畔。時間帯や見る位置に

よってさまざまな表情を見せてくれる霞ヶ浦

も「つくば霞ヶ浦りんりんロード」の魅力の

１つです　２_りんりんスクエアのサイクル

ショップ。色とりどりの自転車が所狭しと並ぶ

様子は目にも楽しい　３～５_市内で行われた

自転車関連イベントの様子。市内だけでなく、

市外・県外からも多くの参加者が訪れます　

６_子ども向けの自転車教室イベント。毎回

人気を博しており、申し込みを開始するとす

ぐに定員に達するとのこと

１

３
５

２

４
６
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爽快な走りと景色が楽しめる！

つくば霞ヶ浦りんりんロード
世界に誇るナショナルサイクルルートに

NATIONAL
CYCLE ROUTE

　ナショナルサイクルルートとは、日本を代表し世界に誇るサイクリングルートとして国内外に
ＰＲするため、国土交通省により指定される魅力的で安全なルートです。昨年11月、ビワイチ（滋
賀県）、しまなみ海道サイクリングロード（広島県・愛媛県）とともに、「つくば霞ヶ浦りんりんロー
ド」がナショナルサイクルルートに選ばれました。

埼玉県
から

　ナショナルサイクルルートに選ばれた
３つのルート全て走ったことがあります
が、つくば霞ヶ浦りんりんロードの１番
の魅力は走りやすさです。路面がよく整
備されているし、湖岸道路は車も少ない
ので、爽快な走りを楽しめます。
　筑波山の山並みや霞ヶ浦のきらめく湖
面、広がる青空を眺めてのサイクリング
は最高です。ウナギなど、地元の美味し
いご飯を食べることも楽しみです。

▲天気が良い日
には富士山も見
ることができる
サイクリングロー
ドからの夕景
稜線が美しいサ
イクリングロード
からの筑波山▶

ここが
魅力

　ナショナルサイクルルートに指定された「つくば霞ヶ浦りんりんロー
ド」は、筑波鉄道跡に整備したつくばりんりんロードと霞ヶ浦を周回す
る湖岸道路を合わせた、全長約180kｍのサイクリングルートです。
　土浦は、このサイクリングルートのほぼ中心に位置し、筑波山麓に
広がる田園風景やヒルクライムが楽しめる筑波山方面と、全国のサイ
クリストからカスイチとして親しまれる霞ヶ浦方面、それぞれの起点
となっています。また、市外・県外からのアクセスも良く、サイクリ
ストの玄関口にもなっています。
　ここでは、「つくば霞ヶ浦りんりんロード」の魅力を、サイクリング
に訪れた皆さんの声とともに紹介します。

圏央道

筑波山

霞ヶ浦

圏央道

JR水戸線岩瀬駅

潮来駅
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

常
磐
自
動
車
道

つくば霞ヶ浦
りんりんロード

茨城空港

桜土浦IC

潮来IC

土浦駅
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サイクリスト向けの便利な施設！

　東京から電車で１時間程度で来ること
のできるアクセスの良さと、駅から出て
すぐにある「りんりんスクエア土浦」の充
実した設備が魅力です。
　自転車の組み立てや着替え場所、自転
車ラック、手荷物を預けるロッカーなど、
自転車の準備に必要な設備が整っている
のでとても便利です。帰りも電車なので
シャワー室で汗を流せるのも嬉しいです。

東京都
から

▲駅直結のりんりんスクエア土浦

▲駐車場があるりんりんポート土浦

ここが
魅力

埼玉県
から

　りんりんスクエア土浦のレンタサイクル
で子ども用のバイクも借りることができる
ので、親子で来ました。
　筑波山方面と霞ヶ浦湖岸の両方を走り
ましたが、ずっと平らな道で小学生の息
子でも走りやすく楽しめました。

　両施設には、自転車のメンテナ
ンススペース、更衣室、レンタサ
イクル、ロッカー、シャワ―室を
完備。サイクリングマップや観光
情報などもご用意しています。

　市外・県外からもたくさんの方がサイクリングを楽しみに訪れる
「つくば霞ヶ浦りんりんロード」。筑波山や霞ヶ浦といった雄大な自然
が見せる景観と、安心・快適なサイクリングを楽しめる環境が魅力です。
　日本を代表するこのサイクリングルートを皆さんも走ってみません
か。買い物や通勤・通学などの移動手段として乗る自転車とは違った
楽しみや新しい発見があるかもしれません。

▲コース上の分岐点に設置
　されている案内看板

▲自転車の通行域や進路を示す矢羽根や走行時の
　注意喚起などを示すピクトグラム

安心してサイクリングができる走行環境！

つくば
市

から 　安心してサイクリングを楽しむことが
できる環境が魅力です。
　進路や距離が表示された案内看板、矢
羽根や注意喚起などの路面標示がたくさん
あるので、安心して走ることができます。
　休憩やトイレでルート沿いのコンビニ
エンスストアや飲食店に立ち寄ると、自
転車ラックが設置されているので利用し
やすいです。

ここが
魅力

サイクルサポートステーション

　サイクルサポートステーション
は、コンビニエンスストアや飲食
店などが協力し、安全で快適なサ
イクリングができるようサポート
する施設で、トイレや休憩所とし
て利用いただけます。
　自転車ラックを設置し、空気入れ
や工具の貸し出しを行っています。

この旗が
目印です



広報つちうら　№ 1258　8

土浦まちなか散走体験
　散歩感覚で自転車を走らせる散走をご存知でしょうか。歴史や文化に触れたり、食を楽しんだりしなが
ら、散歩するように街を巡る自転車の楽しみ方で、自転車があれば誰でも気軽に始められます。
　今回は市内にお住まいの方に実際に散走を体験してもらいました。まちかど蔵「大徳」をスタートし、まち
なか散走に出発です。

　ここではレンタサイクルを貸し出しています。シ
ティサイクルはもちろん本格的なクロスバイクもあ
り、無料でヘルメットをレンタルできるので、手ぶ
らで訪れて気軽に散走に繰り出せます。今回はクロ
スバイクを選んで散走スタート。

　江戸情緒を感じる街並みの中城通りを抜けると、
ほどなくして最初の目的地に到着。国指定重要文化
財の銅鐘など境内を見学した後は、再び自転車に乗っ
て次の目的地を目指します。

　等覚寺から桜川を越えペダルを漕ぐこと約20分、目的地に到着。
考古資料館や実際の貝塚、復元された竪穴式住居など文化財を探索
しました。その後、次の目的地に向かうため広場奥の林道を抜け、
筑波山を望みながら市街地を目指しました。

上高津貝塚ふるさと歴史の広場

等覚寺

まちかど蔵「大徳」街並みが　　素敵ね！

土浦に
　竪穴式住居 !?

クロスバイクで

お願いします！

立派な銅鐘

　　　　だなぁ
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　「あ、こんなところに綺麗なイチョ
ウ！」車に乗っていると見逃してしま
う景色も、自転車では見つけること
ができます。隠れた絶景を探してい
るうちに次の目的地の市立博物館に
到着。土浦の歴史を学ぶことができ
る同館では大名土屋家の刀剣や茶道
具を見学しました。

　博物館の次は隣接する亀城公園を
散策。美しい紅葉を楽しみました。
同公園は桜の名所としても知られて
いますので、春に散走する際にもオ
ススメのスポットです。

今回散走を体験した海老原
照一さん、悦子さんご夫婦

散走体験を終えて
　いつもは車で移動することが多い土浦のまち
なかですが、自転車だといつもとは違う景色に見
えてとても新鮮でした。土浦にはまだまだいいと
ころがあると再発見できたのも良かったです。天
気も良い日で、とても気持ちよく走れましたし、
良い運動にもなり、あっと
いう間の２時間でした。ま
た自転車でまちなかを走っ
てみようと思います。

まちかど蔵「野村」

土浦市立博物館

亀城公園

▲

　最終目的地のまちかど蔵に戻って
きました。レンタサイクルを返却し
たら約２時間の散走は終了、心地の
いい疲労を感じます。散走のあとは、
明治時代に造られたレンガ蔵を改装
した喫茶「蔵」でランチ。レトロな雰
囲気が漂うなか、名物ツェッぺリン
カレーを食べながら散走の余韻に浸
りました。

今回のコース
　今回走ったコースは、
結城市、筑西市、桜川市、
土浦市のサイクリングコ
ースを紹介している「ち
ゃりさんぽ」のコースを
参考にしました。

紅葉を
　パシャリ

これがあの
　土屋家の刀剣か

久しぶりの自転車
楽しかったぁ！

まちかど蔵「大徳」

上高津貝塚
ふるさと歴史の広場

土浦市立博物館

亀城公園

まちかど蔵「野村」

等覚寺
▼

▼

▼

▼

▼
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土浦市役所　☎826-1111
防災行政無線　　0120-826113
マイシティつちうら
まちの話題やニュースをお届けし
ます。土浦ケーブルテレビ　デジ
タル11ch（111ch）【毎日 9：00/12：
00/16：00/20：00の各15分】

日 日時・日程
会場場

対 対象者

内 内容
定 定員

問 問い合わせ

申 申込方法
料金・受講料￥

持 持ち物

締め切り

他 その他

講 講師

土浦市メールマガジン
行政、子育て、健康づくり、
観光・イベントなどの情報
をメールでお届けします。

登録はこちら▶

在
宅
療
養
を
考
え
る
市
民
講
演
会

日
２
月
１
日
㈯　
午
後
２
時
～
３

時
30
分

場
土
浦
協
同
病
院（
お
お
つ
野
四

丁
目
）

講
栗
原
幸
江
さ
ん（
心
理
療
法
士
）

内
A
C
P（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）に
つ
い
て

問
高
齢
福
祉
課（
☎
内
線
２
５
０
０
）

子
ど
も
郷
土
研
究
発
表
会

日
１
月
25
日
㈯　
午
前
10
時
～
正

午（
作
品
の
展
示
は
２
月
16
日

㈰
ま
で
）

場
上
高
津
貝
塚

※
発
表
会
の
見
学
の
み
の
場
合
は

入
館
料
不
要

問
上
高
津
貝
塚（
☎
８
２
６
・
７

１
１
１
）

み
ん
な
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
１
月
25
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

～
４
時（
ポ
ス
タ
ー
掲
示
は
１

月
17
日
㈮
か
ら
25
日
㈯
ま
で
）

場
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
池
田
幸
也
さ
ん（
ソ
ー
シ
ャ
ル・
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

内
講
演「
市
民
が
創
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

～
協
働
力
を
培
う
た
め
に
～
」、

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
な
ど

問
市
民
活
動
課（
☎
内
線
２
２
３
４
）

文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練

日
１
月
23
日
㈭　
午
前
10
時
か
ら

場
亀
城
公
園

※
雨
天
時
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

内
通
報
訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
水

消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど

問
文
化
振
興
室（
☎
内
線
５
１
２
０
）

土
浦
地
方
家
族
会

「
家
族
を
支
え
る
会
」

日
１
月
18
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場
二
中
地
区
公
民
館

対
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
と
そ
の

家
族

内
悩
み
相
談
、
意
見
交
換

問
土
浦
保
健
所（
☎
８
２
１
・
５

５
１
６
）

土
浦
商
工
会
議
所
女
性
創
業
講
座

日
１
月
11
日
㈯
、
18
日
㈯　
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
全
２
回
）

場
土
浦
商
工
会
議
所（
中
央
二
丁
目
）

対
本
格
的
に
起
業
を
検
討
し
て
い

る
、
ま
た
は
起
業
に
興
味
が
あ

る
女
性（
男
性
の
受
講
も
可
）

講
三
宅
哲
之
さ
ん（
フ
リ
ー
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
イ
ン
ク
）

内「
起
業
に
必
要
な
も
の
と
、
い

ろ
い
ろ
な
起
業
ス
タ
イ
ル
を
学

ぼ
う
」ほ
か

定
10
人（
先
着
順
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
土
浦
商
工
会
議
所（
☎
８
２
２・

０
３
９
１
）

健
康
講
座
in
図
書
館

日
１
月
25
日
㈯　
午
後
２
時
～
３

時
30
分

場
市
立
図
書
館

講
友
常
孝
則
さ
ん（
友
常
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

内「
お
医
者
さ
ん
の
は
な
し
～
身

近
な
病
気
・
糖
尿
病
～
」

定
60
人
程
度（
先
着
順
）

申
電
話
ま
た
は
直
接

問
市
立
図
書
館（
☎
８
２
３
・
４

６
４
６
）

結
婚
相
談
会

日
１
月
19
日
㈰　
午
後
１
時
30
分

～
４
時（
受
け
付
け
は
午
後
３

時
ま
で
）

場
本
庁
舎
２
階　
研
修
室
３

講
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
土
浦
Ｃ
―
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ

持
写
真（
上
半
身
L
判
）

問
少
子
化
対
策
室（
☎
内
線
２
２

８
１
）

陸
上
自
衛
隊
夜
間
飛
行
訓
練

日
１
月
15
日
㈬
、16
日
㈭
、21
日
㈫
、

22
日
㈬
、
28
日
㈫
、
29
日
㈬　

場
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場
ほ
か

問
同
航
空
学
校
霞
ヶ
浦
校（
☎
８

４
２
・
１
２
１
１
）

農
業
用
使
用
済
み
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
回
収
し
ま
す

日
２
月
13
日
㈭　
①
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
、
②
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
①
Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば
れ
ん
こ
ん

セ
ン
タ
ー（
手
野
町
）、
②
Ｊ
Ａ

水
郷
つ
く
ば
土
浦
北
支
店
梨
選

果
場（
藤
沢
）

￥
処
理
費
／
１
kg
あ
た
り
32
円
、

登
録
料
／
１
０
０
０
円（
今
年

度
初
め
て
利
用
す
る
場
合
の
み
）

申
電
話
で

１
月
31
日
㈮

問
農
林
水
産
課（
☎
内
線
２
７
１
２
）

情報ひろば情報ひろば
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知

ら
せ地

域
介
護
教
室

日
２
月
８
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

～
11
時
40
分

場
新
治
地
区
公
民
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中

学
生
以
上
の
方

定
30
人

１
月
24
日
㈮

ひ
と
り
親
家
庭
親
子
ふ
れ
あ
い

の
集
い

日
２
月
16
日
㈰　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
40
分

対
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

（
子
は
中
学
生
以
下
）

内
行
き
先
／
ふ
な
ば
し
ア
ン
デ
ル

セ
ン
公
園（
千
葉
県
船
橋
市
）

定
20
組

￥
大
人
…
１
０
０
０
円
、
こ
ど
も

…
５
０
０
円

１
月
31
日
㈮

◎
共
通

申
電
話
で

問
土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
８

２
１
・
５
９
９
５
）

情報ひろば
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令和２年度土浦市奨学生を募集します 問教育総務課（☎内線5103）

応募資格／令和２年３月に市立中学校または義務教
育学校を卒業し、４月から県内の高等学校に進学
を予定しており、次の要件を全て満たしている方
◉経済的理由により就学が困難と認められる方
◉引き続き１年以上市内に住所を有している方
　（扶養義務者またはこれに準ずる方を含む）
◉成績良好、品行方正であること
◉他の奨学金を受けていないこと

募集人数／16人
給付金額／月額7000円
応募方法／応募には現在通学している中学校または
義務教育学校の校長からの推薦が必要となります。
事前に担任の先生へご相談ください。
応募締切／２月５日（水）

市政のお知らせ information

市政のお知らせ information

神立駅西口自転車駐車場がリニューアルオープンします

　建て替え工事中の神立駅西口自転車駐車場が２月１日（土）にリニューアルオープンします。現在利用可能
な仮設自転車駐車場は、１月31日（金）で閉鎖となりますので、新しい自転車駐車場をご利用ください。

※自転車ラックは、タイヤサイズ20～27インチ、タイヤ幅上段51mm以下、下段54mm以下、耐荷重　
　25kg以下に対応しています。

問生活安全課（☎内線2306）

◎定期駐車の受付について
受付開始日／１月15日（水）から
受付時間／午前６時から午後９時まで
申請方法／自転車、はんこ、駐車料金、学生証（学生のみ）を持参して自転車駐車場窓口で直接

車種 駐車区分 料金

自転車 定期駐車（１か月）
学生 上段 1,600円

下段 2,140円

一般 上段 2,140円
下段 2,670円

一時駐車（１日１回） 150円

原動機付自転車
（50cc以下）

定期駐車（１か月） 学生 2,985円
一般 3,740円

一時駐車（１日１回） 200円

神立駅西口地図

神立駅
仮設駐車場新駐車場

市政のお知らせ information

令和２年成人式の会場が変更となりました 問文化生涯学習課（☎内線5163）

　１月12日（日）に開催される成人式の会場が変更となりました。ご迷惑をおかけして誠に恐縮ですが、お
間違えのないようにお越しください。

日時／１月12日（日）　午後１時30分から（受け付けは午後０時30分から）
会場／水郷体育館

情報ひろば
市政のお知らせ
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中
世
の
土
浦

―
土
浦
藩
成
立
以
前
の
風
景
―

新
春
　
博
物
館
長
が
語
る

▲若泉山安養院本堂（本庄市指定文化財）

▲若泉山扁額

　
市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
昨
年
４
月
、
両
館
兼
務
の
館
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
筑
波
山
麓
に
生
ま

れ
、
以
来
70
年
余
、
土
浦
は
私
の
生
活
空
間
の
大
切
な
一
部
で
す
。
は
か
ら
ず
も

館
長
に
就
任
し
、
学
校
と
は
異
な
る
研
究
現
場
で
不
慣
れ
な
が
ら
も
越
年
し
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
館
長
講
座
や
館
員
の
皆
様
と
の
深
密
な
交
流
を
通
じ
て
自
分
の

役
割
を
多
少
は
感
じ
取
れ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
年
頭
に
当
た
り
、
私
の
所
感
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
み
ま
す
。
私
の
研
究

分
野
は
江
戸
時
代
以
前
、
平
安
時
代
以
後
で
あ
り
、
戦
後
で
は
特
に
日
本
中
世
史

な
ど
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
分
野
か
ら
土
浦
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
で
に『
土
浦
市
史
』（
昭
和
50
年

刊
）な
ど
で
詳
し
く
土
浦
の
歴
史
が
語
ら
れ
る
な
か
、
ふ
と
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
は
、

現
土
浦
市（
旧
土
浦
町
）の
ど
こ
に
も
土
浦
な
る
地
名
が
見
当
ら
な
い
、
と
い
う
点

で
す
。
私
に
と
っ
て
は
誠
に
不
思
議
で
す
。
皆
様
は
こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
つ
ま
り
、
土
浦
の
地
名
の
由
来
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
当
り
前
の
よ
う
に
、〝
こ

こ
は
土
浦
で
あ
る
〟と
の
前
提
が
問
わ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
例
え
ば
京
都
駅
近
傍
の
古こ
さ
つ刹
で
あ
る
東と
う
じ寺
、
正
式
に
は

教き
ょ
う
お
う
ご
こ
く
じ

王
護
国
寺
に
伝
来
す
る
東
寺
百ひ
ゃ
く
ご
う合

文
書
の
中
の
鎌
倉
時
代（
元
徳
元

（
１
３
２
９
）年
）の
文
書
に
は「
土
浦（
郷
）」が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
東
寺
に

絹
代
の
銭
を
年
貢
と
し
て
納
入
す
る
義
務
を
負
っ
た
東
寺
領
常ひ
た
ち
の
く
に
し
だ
の
し
ょ
う

陸
国
信
太
庄
の
一

区
と
し
て
の「
土
浦
」と
い
う
地
名
の
初し
ょ
け
ん見

と
い
え
ま
す
。
ち
な
み
に
信
太
庄
と
は

糸賀　茂男
土浦市立博物館館長
上高津貝塚ふるさと歴史の広場館長
常磐大学名誉教授
研究分野は、常陸平氏や真壁氏、小田氏などの中世史。
これまでに茨城県文化財保護審議会会長（茨城県）、
国指定史跡真壁城跡整備検討委員会会長（桜川市）を
歴任。永年の研究の功績を讃えられ、昨年11月、文
化財保護の分野で地域文化功労者表彰を受賞。
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旧
常
陸
国
信
太
郡（
旧
土
浦
町
・
阿
見
町
・
美
浦
村
・
旧
江
戸
崎
町
・
旧
東
村
）の
江
戸
崎
以
西
の
一
帯
に
相
当
し
、
鎌
倉

時
代
の
末
葉（
文ぶ
ん
ぽ
う保
二（
１
３
１
８
）年
）に
一
括
し
て
東
寺
支
配
下
の
寺じ
り
ょ
う領（
当
該
地
か
ら
様
々
な
種
類
の
年
貢
も
し
く
は

そ
の
代だ
い
せ
ん銭

を
徴
収
し
て
経
営
の
資
財
に
当
て
る
役
割
を
担
っ
た
）と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
土
浦
と
は
ど
こ
か
、
ど
の
一
帯
に
相
当
す
る
の
か
、
実
は
不
明
な
の
で
す
。
思
え
ば
、
鎌
倉
期
の
土
浦
は
、

仮
に
現
在
の
土
浦
市
街
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
を
想
定
し
て
も
、　
桜
川（
古
く
は
筑
波
川
）河
口
の
大
湿
地
帯
・
デ
ル
タ
地

帯
で
あ
っ
た
の
で
す
。
で
は
こ
こ
に
は
通
常
の
農
村
風
景
は
無
か
っ
た
の
か
、
大
い
に
苦
慮
す
る
研
究
の
局
面
で
す
。

　
そ
こ
で
次
に
こ
の
難
題
を
解
く
一
つ
の
事
例
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。
そ
れ
は
す
で
に『
土
浦
市
史
』な
ど
で
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
永え
い
き
ょ
う享７（
１
４
３
５
）年
に
土
浦
郷
に
居
住
し
て
い
る「
若
わ
か
い
ず
み泉
三
郎
」な
る「
富ふ
ゆ
う
の
じ
ん

有
仁
」の
存
在
で
す

（「
鹿
島
大お
お
ほ
う
り祝

文
書
」）。
富
有
仁
と
は
、〝
富
裕
の
人
〟、
つ
ま
り
豊
か
な
財
産
の
所
有
者
で
す
。
そ
の
明
瞭
な
所
在
地
や

屋
敷
構
え
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
名
か
ら
も
こ
の
地
域
の
武
士
、
領り
ょ
う
し
ゅ主で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
系
譜
は
、

と
い
う
時
に
思
い
つ
く
の
は
武む
さ
し
し
ち
と
う

蔵
七
党（
武む
さ
し
の
く
に

蔵
国
の
武
士
団
）の
中
の
若
泉
氏
で
す（
埼
玉
県
本
庄
市
内
に〝
若
泉
〟と
い
う

地
名
が
あ
る
）。
児こ
だ
ま
と
う

玉
党（
武
蔵
国
北
方
の
児
玉
郡
内
の
武
士
集
団
）に
属
す
る
若
泉
氏
は
、
実
は
こ
の
若
泉
三
郎
の
数
代

前
の
若
和
泉
太
郎
次
郎
が
他
の
武
蔵
武
士
と
と
も
に
北き
た
ば
た
け
ち
か
ふ
さ

畠
親
房
な
ど
南
朝
勢
攻
略
の
た
め
小
田
城
お
よ
び
そ
の
周
辺
を
転

戦
し
ま
し
た（
別
府
文
書「
別べ
っ
ぷ
ゆ
き
ざ
ね
ぐ
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

府
幸
実
軍
忠
状
」康
永
３（
１
３
４
４
）年
）。
あ
る
い
は
若
泉
三
郎
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
若
泉

五
郎
右
衛
門
は
戦
国
期
に
小
田
氏
家
臣
菅す
げ
の
や谷
氏
に
よ
っ
て
土
浦
を
奪
わ
れ
た
、
と
の
伝
承
も
併
せ
考
え
る
と
き
、
朧お
ぼ
ろげ
な

が
ら
若
和
泉
太
郎
次
郎
の
論
功
行
賞
と
し
て
の
土
浦
拝
領
以
後
、
戦
国
に
至
る
間
の
若
泉
氏
に
よ
る
土
浦
在
住
が
想
定
さ

れ
る
の
で
す
。
あ
わ
せ
て
若
泉
氏
に
よ
る
瀧
泉
寺
、
不
動
院
開
創
伝
承
に
も
注
目
し
た
い
で
す
。

　
大
湿
地
帯
の
ど
こ
に
そ
の
居
所
あ
る
い
は
館
が
あ
っ
た
の
か
、中
城（
条
）か
、東
崎
か
、は
た
ま
た
そ
の
勢
力
の
規
模
は
。

こ
れ
ら
は
中
世
史
上
の
土
浦
研
究
の
難
し
く
も
楽
し
い
課
題
で
す
。

　
今
年
３
月
半
ば
か
ら
博
物
館
特
別
展『
土
浦
城
―
時
代
を
越
え
た
継
承
の
軌
跡
』が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
若
泉
氏
に

迫
り
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
、
ご
来
館
の
上
で
中
世
の
土
浦
に
も
思
い
を
馳
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　
結
び
に
私
の
年
頭
愚
詠
で
す
。

▲中城山不動院（中央一丁目）▲補陀落山瀧泉寺（中央二丁目）

香
澄
立
つ
　
浦
辺
の
里
の
初
日
影

筑
波
川
な
る
　
水
面
に
そ
映
ゆ
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短
歌
　『
土
浦
の
春
』

遠
山　

順
子

　

爛
熳
の
桜
花
の
中
を
色
と
り
ど
り
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
自
転
車
が
走
る
。三
々

五
々
と
続
く
風
情
は
ま
る
で
、
青
春
映
画
の
一
コ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。

湖こ

を
周め

ぐ

る
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
は
花

は
な
が
す
み霞
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
見
ゆ
ま
た
四
つ
行
く

　

毎
日
公
園
に
散
歩
に
行
く
途
に
此
の
冬
も
湖
岸
に
羽
根
休
め
寛
い
で
い
る

白
鳥
や
鴨
に
癒
さ
れ
る
。こ
こ
を
ふ
る
里
に
飛
来
し
て
く
る
の
か
感
動
す
る
。

新
春
の
霞
浦
の
湖
岸
に
羽
根
休
め
白
鳥
鴨
の
ふ
る
里
な
り
や

腰
山　

佑
子

　

鴨
は
留
鳥
の
軽
鴨
以
外
は
、
春
を
待
た
ず
に
北
の
地
へ
帰
る
。
と
こ
ろ
が

春
深
く
な
っ
て
も
湖
沼
に
居
残
る
鴨
を
残
り
鴨
と
い
い
、ど
こ
か
愛
ら
し
い
。

子
ら
寄
れ
ば
岸
に
相
ひ
寄
り
土
浦
を
離
れ
ら
れ
な
い
残
り
鴨
か
な栗

田　

幸
一

　

亀
城
公
園（
土
浦
城
趾
）に
咲
く
梅
の
花
、
一
輪
ご
と
に
春
の
歩
み
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
す
。
訪
れ
る
メ
ジ
ロ
の
声
も
暖
か
さ
を
運
び
ま
す
。

白
梅
に
メ
ジ
ロ
の
緑
の
羽
映
り
土
浦
城
趾
に
春
訪
れ
る

色
川　

昌
志

渡
部　

克
美

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
長
袖
シ
ャ
ツ
と
短
パ
ン
で
市
中
を
走
る
若
者
が
増
え
た
。
土

浦
が
健
康
的
に
若
返
っ
た
気
が
し
て
嬉
し
い
。

銀
輪
で
町
起
し
す
る
土
浦
の
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
を
奔は

し

る
若
き
ら

短
歌
　『
土
浦
の
夏
』

平
澤　

良
子

　

私
は
ゴ
ロ
ハ
ゼ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
食
べ
た
い
と
い
う
母
の
た
め
探
し
て
、

私
も
好
き
に
な
っ
た
。
最
近
は
見
か
け
な
い
よ
う
だ
。

霞
ヶ
浦
の
ゴ
ロ
ハ
ゼ
が
好
き
と
い
う
母
に
佃
煮
探
し
し
日
も
は
る
か
な
り

生
稲
真
理
子

　

真
鍋
小
学
校
校
庭
の
真
中
に
天
然
記
念
物
の
桜
の
古
木
が
立
ち
並
び
、
春
に
は

満
開
の
桜
、初
夏
か
ら
は
青
葉
の
木
陰
が
大
勢
の
子
供
た
ち
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

一
世
紀
余
数
多
の
子
等
を
見
守
り
て
青
葉
ま
ぶ
し
き
真
鍋
の
桜

荒
井　

洋
子

　

懐
か
し
き
故
郷
の
小
野
山
に
友
と
登
り
感
動
し
た
。
四
季
折
々
の
山
の
姿
、

美
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。令
和
の
年
に
水
車
の
音
を
、平
和
を
祈
り
つ
つ
聴
く
。

炎
天
も
人
の
情
も
廻
し
つ
つ
小
野
の
水
車
に
山
の
風
吹
く

根
本　

晴
市

　

キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
は
土
浦
を
走
る
小
型
の
路
線
バ
ス
で
あ
る
。
運
転
手
が
車

椅
子
を
一
気
に
乗
せ
た
、
手
際
の
良
さ
に
感
心
。
夏
の
日
の
こ
と
で
あ
る
。

車
椅
子
を
一
気
に
乗
せ
て
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
小
暑
の
な
か
を
走
り
行
き
た
り

市
島　

紀
郎

　

真
鍋
宿
の
善
応
寺
脇
に
あ
る
照
井
は
昔
か
ら
涸
れ
た
こ
と
が
な
く
旅
人
の

喉
を
癒
し
た
と
か
。
夏
に
ほ
て
い
葵
が
薄
紫
の
花
を
咲
か
せ
る
そ
う
で
す
。

真
鍋
な
る
照
井
の
水
に
夏
さ
り
て
ほ
て
い
葵
の
咲
く
日
待
た
る
る

新
春
文
芸

　
日
本
に
は
豊
か
な
四
季
が
あ
り
、土
浦
に
も
そ
の
四
季
に
応
じ
た
情
緒
溢
れ
る
様
々
な
風
景
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
市
内
で
活
動
を
す
る
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
会
の
方
に
、
土
浦
の
春
夏
秋
冬
を
題
材
に
、
歌
と
句
を

詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
ま
ち
の
四
季
の
風
景
に
改
め
て
思
い
を

巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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内
野　

泰
守

寒
風
に
耐
え
て
蓮
根
掘
る
泥
田

　

冬
の
寒
さ
の
中
、胸
ま
で
水
に
つ
か
り
泥
の
中
を
手
さ
ぐ
り
で
ほ
り
だ
す
。

大
変
な
重
労
働
で
あ
る
が
、
正
月
に
は
欠
か
せ
な
い
食
材
で
あ
る
。

山
本
千
栄
子

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
二
人
の
距
離
を
近
づ
け
る

　

冬
の
風
物
詩
に
な
っ
た
霞
ヶ
浦
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
幻
想
的
な

光
に
包
ま
れ
た
空
間
は
大
切
な
人
と
ず
っ
と
見
て
い
た
く
な
り
ま
す
。

久
保
田
莉
凡

先
が
見
え
る
レ
ン
コ
ン
を
煮
る
年
の
暮
れ

　

お
節
料
理
に
姑
が
、
見
通
し
が
利
く
よ
う
に
と
、
レ
ン
コ
ン
を
か
か
さ
ず

用
意
し
て
く
れ
て
い
る
。
優
し
い
心
遣
い
が
う
れ
し
い
。

富
田
こ
う
し

初
日
の
出
霞
浦
で
無
料
の
願
を
掛
け

　

霞
ヶ
浦
の
初
日
の
出
も
素
晴
ら
し
い
。
寺
社
仏
閣
に
行
け
な
く
て
も
霞
ヶ

浦
は
無
料
で
願
い
を
聞
い
て
く
れ
る
広
い
心
を
持
っ
て
い
る
。

後
藤　

建
坊

北
風
が
じ
ゃ
れ
る
風
車
も
陽
も
笑
う

　

快
晴
の
霞
ヶ
浦
公
園
の
陽
射
し
は
温
か
く
、
オ
ラ
ン
ダ
風
車
に
吹
く
北
風
は

じ
ゃ
れ
る
か
の
よ
う
に
纏
い
つ
き
、
風
車
も
太
陽
も
笑
っ
て
し
ま
う
。

川
柳
　『
土
浦
の
冬
』

俳
句
　『
土
浦
の
秋
』

激
辛
の
カ
レ
ー
の
夕ゆ

う
げ餉

冬
間
近

山
本
慶
吉
郎

　

日
ご
と
に
冬
の
気
配
の
頃
合
い
、
心
ま
で
温
ま
り
勇
気
を
貰
う
夕
餉
を
と

思
う
。
激
辛
の
カ
レ
ー
を
摂と

り
、明
日
の
仕
事
に
備
え
る
の
も
一
興
で
あ
る
。

み
ず
う
み
に
来
て
秋
蝶
の
白
さ
か
な

山
根　

延
子

　

水
郷
公
園
の
静
か
な
佇
た
た
ず
ま
い
に
癒
さ
れ
る
。
対
岸
の
屋
根
瓦
の
煌き
ら

め
き
に

穏
や
か
な
暮
ら
し
を
思
い
、
何
時
ま
で
も
こ
の
風
景
の
続
く
こ
と
を
祈
る
。

稲
を
刈
る
床
屋
の
よ
う
な
コ
ン
バ
イ
ン

山
中　

忠
雄

　

昭
和
初
期
、
土
浦
の
上
大
津
周
辺
は
畑
と
田た
ん
ぼ圃

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
今
は

秋
に
な
る
と
、
残
さ
れ
て
い
る
田
圃
の
稲
穂
の
黄
金
が
美
し
く
、
懐
か
し
い
。

土
屋
佐
奈
江

風
い
ち
め
ん
峠
明
る
き
蕎そ

ば麦
の
花

　

常
陸
野
に
咲
く
蕎
麦
の
花
の
美
し
い
こ
と
。
夕
暮
れ
ど
き
、
風
に
揺
れ
て

小
さ
な
白
い
花
が
光
り
の
さ
ざ
波
と
な
り
、見
る
者
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
。

大
花
火
揺
れ
の
止
ま
ら
ぬ
城
下
町

狩
谷　
　

諭

　

数
十
万
の
観
客
を
迎
え
、
豪ご
う
か
け
ん
ら
ん

華
絢
爛
た
る
光
り
と
音
の
美
の
競
演
の
夜
。

十
号
玉
の
轟
音
と
観
客
の
歓
声
で
、
城
下
町
は
揺
れ
続
け
る
一ひ
と
と
き刻

と
な
る
。
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れんこんねずみ
の

おしょうがつ

あけまして
おめでとう
ございます

どういたしまして！
きょうは、いろんなところを
ぼうけんしたよ。

おはなし　ききたいな。
そうだ、おれいの
おちゃかいをしよう！

れんこんねずみくん、
とどけてくれて
ありがとう！！

いいね！

おさんぽびよりの　いいてんきだな～
あ！これは、つちまるくんのスタイだ。
とどけてあげよう！

ここにも　いないな。

つちまるくん、どこかな。

つちまるくん、どこ～？あ！あのうしろすがたは……


